
患者向け医薬品ガイドの利活用
- 保険薬局薬剤師の考察 -
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1. どのような資材を使って患者さんに情報提供を
行っているか

2. 患者向け医薬品ガイドにおもうこと

3. こんな日本にもこんな医療情報サイトがあったら
いいな

今日のお話
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1.患者さん向け

2.医療従事者向け
3.その他
(一般向けWeb含む)

誰に向けた情報か

処方箋医薬品についての情報

 患者向け医薬品ガイド
 くすりのしおり
 患者向けRMP資材
 医薬品情報提供書(薬情)

処方箋医薬品につい
ての情報

 添付文書
 医薬品インタ
ビューフォーム

 医療従事者向け
RMP資材

 審査報告書
 JADER
 各種医薬品集
 診療ガイドライ
ン

 その他

 医療機関で説明を受けな
がら読む媒体か

 自宅でゆっくり読む媒体
か

 個別化にどう対応するか

3



1．どのような資材を
使って患者さんに情報提
供を行っているか

適応症は沢山ある。
どれを書くのか?
・適応か?
・効果か?

(第一三共㈱ トランサミン錠250mg／トランサミン錠500mg
／トランサミンカプセル250mg／トランサミン散50% 添付文
書を一部抜粋)

処方箋医薬品について
の情報

 患者向け医薬品ガイ
ド

 くすりのしおり
 患者向けRMP資材
 医薬品情報提供書

(薬情)

 添付文書
 医薬品インタビュー
フォーム

 その他

99%風邪症状等で喉が痛いと
きに処方されるている現状!!
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痙攣 書く必要性は?

薬効薬理

副作用に、血栓症とかない
のか?
・インタビューフォーム/JADER(副
作用/有害事象が疑われるとして報告
された症例のDB)で調べるか?

患者さん向け文章のヒントは?

内服もあるが、外来ではほ
ぼ使用されない
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この薬の作用と効果について
種々の出血症状などに関与するプラスミンの働きをお
さえ、抗出血・抗アレルギー・抗炎症効果を示します。
通常、全身性線溶亢進が関与すると考えられる出血傾
向、局所線溶亢進が関与すると考えられる異常出血、
湿疹・じん麻疹・薬疹・中毒疹における紅斑・腫脹・
そう痒などの症状、扁桃炎・咽喉頭炎における咽頭
痛・発赤・充血・腫脹などの症状、口内炎における口
内痛および口内粘膜アフターの治療に用いられます。

エッセンシャル医薬品はカバーされ
ていない。(2006年1月31日からイ
ンターネットで公開開始)

処方箋医薬品について
の情報

 患者向け医薬品ガイ
ド

 くすりのしおり
 患者向けRMP資材
 医薬品情報提供書

(薬情)

 添付文書
 医薬品インタビュー
フォーム

 その他

適応症

作用

くすりのしおり
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多くの患者に当てはまらない

透析時 頻度不明 重篤副作用
併用禁忌

有益性投与でも記載?

・・・喉の痛みや腫れを抑える・・・

レセコンの中の薬情文書、執筆者は不明

有益性投与これも書くのかは疑問

試行錯誤し
て作成

これも書くのかは疑問

薬情は、薬剤師の説明を受けながら読むべきものだろう

99%風邪症状等で喉が痛いと
きに処方されるているのに!!

併用注意
医療従事者がチェックする、あるい
は患者さんが自宅で読むものでは?

レセのデフォ
ルトはこれ

実際にはも
やもや・・
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薬情にこれだけの情報があると、患者さんもうんざり・・・

重大な副作用

その他の副作用

飲み忘れの場合

OD錠の説明

レセのデフォルト
はこれ

■重大な副作用
11.1.1 骨髄機能抑制（2.19%）
11.1.2 感染症（1.32%）
11.1.3 間質性肺炎（頻度不明）
11.1.4 急性腎障害（0.04%）
11.1.5 肝機能障害、黄疸（1.74%）
11.1.6 消化管潰瘍、消化管出血、消
化管穿孔（0.39%）
11.1.7 重篤な皮膚障害（頻度不明）
11.1.8 膵炎（頻度不明）
11.1.9 高血糖、糖尿病（0.11%）

もはや「パズル」
患者さんは不安にな
るか、麻痺するか?

生ワクチン禁止
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●1997年9月にリリース。約16,500品目の文例と
16,000品目の薬剤写真を収録（2024年9月版時点）
「薬剤情報提供書(服薬指導せん)」発行システム

発行:八王子薬剤センター、発売:じほう

レセコン等の情報と異なり、編集委員会委員を開示

医療者向け患者さん向け
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㈱じほう 写真付/服薬指導CD-ROM
説明書より一部抜粋
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■患者さんへの情報提供は、ほぼ薬情、製薬会社の患者向
け資材、かかりつけ患者さんには、NHKの今日の健康の疾
患特集など

■薬情はレセコンのものを加工(他の情報を参考に)
・よく使用される目的をわかりやすく書く
・服用方法に注意が必要 -ビスホスホネート
・汗・尿に着色・金属カチオンとの相互作用

■使用方法に注意すべきもので患者向け資材を利用
・吸入薬デバイス

(喘息吸入、イナビル動画も)
・坐剤(解熱・鎮痛、下剤)
・舌下免疫療法(スギ花粉、ダニ抗原)
・点耳剤 (抗菌薬)—薬局オリジナル版
・口腔内塗布 (ステロイド)
・コロナ検査キット
■課題: 個別化
シムビコート(ステロイド+β作動薬)はコントローラー
（喘息予防薬）として服用することも、発作時にリリー
バーとして追加で使用することもできる。医師はどう指導
しているかわからない。

アストラゼネカ㈱「シムビコート タービュ
ヘイラー患者向け資材」より一部抜粋

発作時

定時

1．どのような資材を使って患者
さんに情報提供を行っているか
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2. 患者向け医薬品ガイドにおもうこと
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■現場薬剤師としてもやもやする
点

 不眠症といっても「入眠障害」
か、「中途覚醒」か

 既存薬との違いは?
オレキシン受容体拮抗薬はいまま
での眠剤(ベンゾジアゼピン系)と
違う :身体依存や筋弛緩性など

残念な点
指示どおり飲むことが前

提なのに。

処方箋医薬品についての情報

 患者向け医薬品ガイド
 くすりのしおり
 患者向けRMP資材
 医薬品情報提供書(薬情)

 添付文書
 医薬品インタビュー

フォーム
 その他
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添付文書には書いてある。「悪
夢」についての説明はないの?
オレキシン受容体拮抗薬を服用すると、レ
ム睡眠が増加して夢を見るという現象が増
える

類薬ベルソムラの医薬品ガイド
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患者向けRMP資材
処方箋医薬品についての情報

 患者向け医薬品ガイド
 くすりのしおり
 患者向けRMP資材
 医薬品情報提供書(薬情)

 添付文書
 医薬品インタビュー

フォーム
 その他
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①電子お薬手帳で患
者向け医薬品ガイド
URLをリンク

QRコードで示した「患者向医薬品ガイド」は、患
者さんが医薬品の正しい理解と、重大な副作用の
早期発見などに役立てるための情報です。

薬情

患者向け医薬品ガイド、くすりのしおり

②患者向け医薬品ガイドのURLの
QRコードを薬情(薬袋)に印刷

2. 患者向け医薬品ガイドにおもうこと

私のスマホ
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 入眠障害か、中途覚醒か?
 生活習慣に問題はないのか?
 これまで服用していた眠剤とど
こが違うのか

 生活のアドバイス
 併用禁忌の回避

実際、窓口ではどういう会話をするのか。
電子薬歴用文例 (服薬指導の会話例)

初回に聞き
取る会話例

これまでに他の眠剤の服用歴ある患者が多いので、どう違うのかを説明する必要性。

食事の注意

運転の注意

生活週間アトバイス

相互作用とお薬手帳持参
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3．こんな日本にもこんな公的な医療
情報サイトがあったならいいな・・

https://medlineplus.gov/

https://www.shimo-
web.com/lk/

3.その他
(一般向けWeb
含む、
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https://medlineplus.gov/

健康や疾病に関
する総合サイト

 Medline plus一般向け健康
情報の情報源2024年に 25周
年

 もともと医療専門家向けに
作られたもの、一般向け開
始時は英語22項目のみ、初
月で116,000回のアクセスを
記録。常に政府運営ウェブ
サイトのトップ10にランク
イン。
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効果

安全性情報だけでなく、
期待される効果が書いて
あるから読みたくなる。
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服用方法が具体的

<就寝直前>⇔
<就寝30分前以降>

効果発現ま
での期間の

目安
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副作用

重篤副作用

原文は<unusual dreams>
「unusual」は「普通でない」「異常な」「珍しい」
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過剰摂取

AHFS(米国ヘルスケア薬剤
師協会)による情報

薬剤師団体が
造った情報!!

アメリカの規制物質法(Controlled Substances Act, CSA)では、
薬物を5つのSchedule I-V分類して規制。本剤は、Schedule IV。
リフィルの対象外で、質問は薬剤師まで。
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まとめ
患者向け医薬品ガイドは

 医療用医薬品を効果的に、安全に使用する際の重要な参考になるはず

 理想的には、記載事項の再考も含め「委員会」を編成して作成

 理想的には、疾患情報/生活の留意点も含めた総合サイトを広く公開して
医療従事者/利用者からフィードバックを受ける

 これにより、患者さんが治療に積極的に参加するようになるのでは
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ご清聴ありがとうござい
ました。
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